






























































































































































生と二人で『アンデレクロス』という名称の機関誌というか、雑誌を、月に一回ぐらいの会報みたいなものを出していました。その会報の中で、私はアンデレ同胞会の集まりに行っていて、どうも解せないと書いたわけです。なぜかというと、学生たち 集まり 思っていたけれど、同胞会の会長が小川徳治さんという教授で、書記が伊達さんとか、何か にかく役員が教職員で占められていて、学生のほうは、チャプターとしては学生が中心だけど、全体の集まりはどうも学生運動じゃない。　
そのころ、私は学生運動としてのキリスト教活動とい
うものを考えていたんです。これはカナダ聖公 の宣教師でパウルス先生という 後に立教でも教えて 後 聖公会神学院 教授になっ 方 が このセロ・パウルスの影響もあってキリスト教 運動という のに非常に関心を持っていまして、そういう運動にして くべきではないかって。もしアンデレ同胞会が学生運動だとすれば、やはり学生が会長になり 学生がこれを運営していくのが本筋ではないか。アンデレ同胞会の観点から言えば、誰がなろうといいわけです。要するに 〝祈祷と奉仕〟というモットーを掲げて集まっていたグループですから。だけど、学生運動としては、私はどうも納得できなかった。それで『アンデレクロス』にそう うことを何度か書き始めたんです。
　
それで目をつけられてね。途中から新制に変わって、
学部へ編入したころ、二、 三年生ぐらいの時に学生大会があったんです。私はその前に、学 運動にすべきだという論説みたいなものを先ほどの『アンデレクロス』に載せていた。同胞会の年会が開かれた時に小川徳治さんが演説して「この中にアカがいる」というようなことを言ってね（笑） 。そう う人 ち 警戒しなければいけないと。記憶 ませんが、趣旨は っきりしていて、とにかくアカが ると。会合を終わったらほかの生たちがみんな「おまえの とだ」って。塚田は退学させられるんじゃないかっ 。彼〔小川教授〕 学生部長として大変に張り切っていたわけですから、みんなそう言っていました。私は退学なん 言われても そんなことはありえないだろう、あ も ょうがないと思っていました。　
でも、結局は学生運動にはとてもできなかったわけで





ようです。予科のころはバラック校舎で、廊下がなく、教室の前と後ろにドアがあって、外から自由に入れる。我々が教室 試験を受けている時 小川徳治さんはラバー底のシューズを履いて、後 のドアからこ そり入ってきて、カンニングし いるのを見つけて あげていました。試験のたびに何人かそ うのがいましたので、小川徳さん、 〝徳さん〟と言って ましたから、小さな声で「徳さん、来たぞ」とか何と 言っていました。あのころの思い出としてはそんなこともあります　
私がそういうことをしていたもの 三年生、四
年生のころは、学生部長の小川さんだけではなく 副部長の野口定男先生、文学部の先生が「塚田君、どうしいる」ってときどき声をかけてくるんです。僕ら あのころよく、時計塔の中庭が芝生だったので、あそこでみんなゴロゴロし 、昼休みなどひなたぼっこをしてのきに過ごしていました。仲間と一緒に何か話したりしていると、そんなところに野口先生がやってき 「塚田































































かったわけで、ほとんどが上級校に行く。あのころは中学に入る人たちは少なかったんです。小学校を出る、あるいは小学校から高等科であと二年、それで教育は終わりという人がほとんど した。中学校には入学試験もあって、そう簡単でもなかっ から。私は附属小学校に入って、クラスは小さいクラスでした。三〇人ぐらいかな、はっきり覚えていませ が。師範学校だったから先生たちには県内の模範教育をするという意識が強くありました。実際に私たちの授業にも教生が 師範学校の学生が二～三週間、実習にやってく いうよ 学校でした。　
そういう小さい町ですし、しかも私はキリスト教の教
会の子どもだというのはみんなよく知 いま ので、それが理由だと私は思うんですが 私が小学校二年生ぐらいの時、国の秋季皇霊祭とか何とかといっ 天皇にまつわるいろいろなこ 休日にある です。神棚みたいなものをつくって、そ で各クラス代表が榊を捧げる。視学官とかいろいろな人たち 見に来ているわけです。そういうところで私は先生からやれって指名されて、子どもながら心の中で、こん こと、クリスチャンとしていいんだろうか 思いました。し し、ノーと言う元気もなくて、結局クラス代表 横にある榊を 枝を取って、祭壇の前でお辞儀をして、グルグルと榊を回して、
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そこに置いてくる。それだけの簡単なことなんだけど、そういうことをさせられました。でも、私は今もある種の深刻な思いを持っていて、やるべきことでないことをやったよ に思っています。親にも何も言え かったです。学年が進む つれ 戦争が厳しくなって、帝国主義とか皇国日本とかそういうことがだん ん盛んに って、授業もキリスト教に対する批判というか、英米の手先だというふうなことになって き した。　
私が非常につらかったのは国語とか歴史。歴史の中で
キリシタン かいろいろ出るじゃな ですか。五、 六年生のころはそういう話が出ると、クラスの連中が「塚田、おまえは国賊だ」 「スパイだ」 いろ ろ言われました。殴られることはなかったけれど、ときどき廊下の下の、掃除機を入れる、そ い と ろ 閉じ込められたりしました。そういう意味で学校は本当につら 。それでさっき言ったよ に頭痛になったり、下痢をしたり、具合が悪いと言って学校に行きたくな というようなことで、親をだ ぶ泣かせました。私の母はときどき、それがあんま 重なると担任の先生のところへ行って、そういうことをあんまり言わないでくれ よなことを言ったようです。先生も「はい、 い」 言っているだけでね。だから私は、小学校はあんまり楽しくなかった。早く終わ たい。でも、成績はそんな 悪く
なかったですよ。　
今度、中学校に入ったら軍国主義で、教練とかそうい


















もちろん行ったんでしょうけれど 学科試験だけです。私は附属小学校だったから大半は進学しましたが、やはり落ちた人たちはいますよ。それからほ の一般 小学
校からの受験は、行って驚いたけれど、各学校からほんの数人ぐらいしか入ってこないんです。高田中学というのは上越地方で唯一の 新潟県には新潟中学と高田中学と二つしかなかったんですからね。そういう意味ではエリートだったんです。　　
最初、慈恵医大を受けられたけれど、どうも思わし
くないというお話が先ほどありました。立教は、いま医学部はないけれど、医学部ができるらしいというよ なお話は当時、みんな知 ていた話 しょうか塚田
　
一部の人でしょう。学生間ではそんな話はあんま
































私は行くところがないから、ここで過ごしていたんです。ほとんど毎日、午後 夜にかけて、ここで勉強していました。私は勉強といっても自分のやりたいことしかやっていなかったんですが。ここの図書館員とも仲良しになって、名簿を見ないと名前を思い出さないけれど、その方は私が教員で来た時にまだ働 ていました。私たちよりもちょっと上 す。彼は夜学か何か、早稲田かどこかに行っていました。　
ですから、この図書館は私の懐かしい場所です。そう


















に住んでいて、私はそのコックさんのところに同居で入ったんです。ところが、国分寺にいたバイエルというアメリカ人の、東京教区の補佐主教という人ですが、その補佐主教が聖公会神学院の校長になった です。校長になったということは、ご存じ とおり神学院は焼けてしまいましたよね。ちょっ 一軒だけ残っていまし けど。その時に岩崎の本邸〔台 区池之端〕をアメリカ聖公会が買った。それも岩崎さんの娘さんが聖公会の信徒で、できること らばそういう ころで使ってもらうほうがいいということで、岩崎邸をアメリカ聖公会 買い取って、そこに神学院 聖公会の中心の管区事務所が入っていたんです。　
そういうわけで国分寺にいる時、バイエル主教、バイ
エルさんが神学院に移って、国分寺のほうを引き払 たんじゃないですか。それ 私に「おまえはこっち 来い」って。まだ立教の学生 したが、岩崎邸の本 のほうの一室というか、昔はそこが物干し場だったんです。
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てからの二学期ごろ、牧師の子どもたち、集まれって牧師の子どもはみんな授業料免除で勉強させてもらいたわけで、集まれという ら小川さんの家に行ったわけです。そうしたら すき焼きをごちそうしてくれてね。あのころのすき焼きって、こっち 見たこともない、いい肉がたくさん入っていて、本当に食べきれない
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四年生の時にいろいろ考えて最終的には神学院へ行こうかと。でも、弟が立教に学生で来ていて、僕と同じでお金もあんまりないし、育英資金をもらって生活していたから、神学院をやめて働こうかとも思っ たので、そのことを、受験というか、面接の時にちょ と校長言ったんです。そうしたら、君 そんなことを言っても、新人で大学を出て働いても大した給料をもらえないから、自分の生活でいっぱ だよ。助ける んて言うけれど、それはちょっと無理じゃないか。そう う なら、あなたに二人分の奨学金を出すから それを弟 回したらどうかっていう話になり、どうしようかと思ったけれど、結局そういうことになって私はそのまま神学院に進みました。この前 医者になりた 言 ました。その気持ちはあったんです。でも、立教大 でもそっちの方向へ行かなかったし、懐もそうあるわけではないし、半分斜めなんだけど、神学院へ行こうかと 校長がそう言ってくれたので進学したわけです。　
当時はまだ岩崎本邸の日本館のほうにいました。大き
いのでびっくりした。それからすぐ の年の夏以降、それまで洋館のほうには、わず の人数ですけど、アメリカのＧＨＱの機関が入っていたんで が、夏で引き揚げたんです。それで神学院がそっちの洋館のほうに移っ
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て、沖縄にキリスト教の伝道に来 ほ いという がアメリカ人の宣教師からあったんです。 で神学院の二、 三年生が、私よりも前の人たちから二、 三年生 中で希望者をと言われて行っていまして、私もそれに参加したいと思ったんです。それで、 の当時は占領下ですから、伝染病とかいろいろなものがな よ とい の身体検査を全部受けたんです。そうしたら胸に肺結核の影が見えるって。まだ人にうつすようなことはないうことでしたが。　
私は大学生のころから夏休みなどに、小布施に新生療
養所という聖公会が経営してい というか、カナダ聖公会の援助でそこ 結核療養所になっていまし 、そこへよく行っていたんです。行くと、そのころは患者さんが一〇年とか一五年とか、そういう人たちがたくさんい





















ルスと う、カナダ聖公会出身の人がいます。彼のお父さんは高 の教会で私の父と一緒に働いて た人ですが、その息子さんであるセロ・パウルスが二代目の宣教師として日本に来て、その後しばらく高田、そ から新潟で教会の牧会をしていました。彼はその後、聖公会神
学院に移ったんですが、私が大学生時代、彼は高田と、その後、新潟に行っていまして、そのころから彼の影響を受けていました。　
彼はカトリック共和会という、これはアメリカ人の修
道士が始めたグループですが、カトリック共和会というのは、この間も話が出ましたけどマルクス主義とキリスト教の両者を哲学的な方面からアプローチして一致させていく。キリスト者として社会的な運動とかそういうものに貢献しなければいけない。一般に結婚したり 修道会に入らない人は世俗会員ということで、その会に誘われていたんです。私は今もそうですが、パウルス先生に非常に影響され、彼 やって るこ に共鳴を感じて、カトリック共和会というのに参加しました。そのほかに学生などいろいろな人が、私と同年配 人たちが参加するようになり、あるいは聖公会 牧師の人たちの中でも参加するというふうで、日本でそういう活動をしていたわけです。　
私はもっぱらそのグループのための機関誌みたいなも













ろな考え方は、カトリック的な考え方。カトリッ いう言葉は、ローマカトリック教会に独占され るわけではなく、聖公会もカトリック教会 んです ただ、聖公会の中にはカトリック主義を唱える人たち 福音主義を唱える人たちがいて、カトリック主義を主張する人ちはどちらかというと教会の制度とか、私は三聖職位と言いますが、主教と司祭と執事、こういう人たちの下教会の秩序を持ち、それから聖餐式とかそういうものを中心にしての生活をする。福音主義の人たちはどちらかというと聖書のほうに重点を置いて いろいろな人がますが、基本的には個人的な回心というか 儀式よりもむしろ個人の心、人間の信仰的な回心というようなこ
を強調した。　
しかし、私はその両方を対立させて考えることにはあ
























公会神学院もあのころは結構スタッフもそろ ていたし、一緒になって立教大学のほうに、神学院は神学院してあるにしても教員 ほう 一緒にな てファカルティーをつくり、学部をつくってはど だろうかと う
話だったんです。教会側は神学教育というか、神学院というのは、ただ学問とかそういうものではなく、将来、牧師として働くための訓練の場所であり、その意味では大学とはまた違うわけです。ですから、ファカルティーとして合併したからといって立 と聖公会神学院 は全く……。　
聖公会神学院が吸収されてしまうことになるけれど、





向へ向かって、これまでの神学から っ 社会にも広がっていく神学の傾向が強くなってき いま 。それで私たちは外国の神学部の教育課程とか講義の科目とかいろいろなことを持ち寄って、外国で行われ る神学教育の改革について研究しました。それ 後に私に っては大変い 勉強になりました。　
教育について、きちんと組織的に学生を教育してい





いろなところの歴史を背景にして生まれ 、歴史 中で各時代のいろいろなもの、思想とか教会のあり方などをリードしてきたわけです。そういうふうに考えていくと、本当に神学を学ぶためにはそういう背景をきちんと、基本的な勉強 素地としてやらなくてはいけない。そのためにはカリキュラムをきちんと用意して、学生たちは一定程度の基礎知識 持っ 上で自分の専門分野を考えていくという考えでなくては け いだろう。　
しかも日本では神学というのは、キリスト教学科に
入ってきている学生にしても、 リスト教につ て全知らない人た までいるわけですから、そういう人たちに対していきなり自分 専門のところを教えても、生かじりというか、偏った一面的なも だけになってしまのではないか。これは学問としてのあり方 はな だろう。そのようなことで、いろいろカリキュラム つい勉強しました。これは私にとっ は非常 いい刺激であり、また勉強になりました。　
結局、そういうふうにして話はある程度進んで、大学




















































とばかり考えている。だけど、学生はそれほど専門化してないわけでしょう。まだまだ初歩的な入門のレベルなのに、見えない壁があって、先生もそうだし 生もそういうふうになって ま それを我々は紛争のおかげ























在、用賀にありますが 結構先生方がいらっしゃいます。ところが、学生というと指折り数えるぐらいしかいない。しかも結構広い土地で、あんな感じですから、恐らく聖公会にとってはかなり財政的な負担になっているかと思うんです。神学校はどこでもそういうことだ 思いますが。そうする 、それを立教と合併させて立教大学に聖職者の養成機能を持たせれば、聖公会としては財政的に楽になるというような考え方 なかったんですか。塚田
　
それも多少はあったでしょうね。だから、聖公会





てキリスト教学科で教えながら聖公会神学院のほうの授業も担当していました。あそこに住まわせてもらっていましたが、給与は立教大学から払ってもらって、そういう意味では神学院は助かっ わけです。私のこんな話をしていいかどうかわ りませんけど（笑） 。速水先生もそうでした。だから、私たち二人は立教大学から給与をもらい、神学院のほ には住まいだけを供給していたいて、 こ 授業を持っていたんです。　
でも、これではどっちつかずみたいになってしまうわ







議論にはならなかったんです。個人的にそういう話はしましたが、学部としての問題ではない で。一般教育部の考えとかそういうことも伺いまし が、一般 育としてそれをやるか やらないかというの 一般教育部が決めることだと私たち 考えていました。でも、私たちも一般教育のキリスト教倫理という名称 科目を受け持って授業も何年間かしていまして、無理やりに学生に強要しても、来て座っていても、聴いて とか内職している人たちも結構多かったから。　
教育の面からすれば、教員の側からすれば、本当はそ








育の間 交流もあんまりなかったので、個人的に付き合いはあっても、話し合いをす とかそういうことはほんどなかったんじゃ いですか。決していいことではないと思 ましたが。その先生にもよ んですけど、私が来たころの文学部のキリスト教学科、これはキリスト教学科だけに限り せん 、学部と一般教育の先生との間には何か見えない壁がありましたね。　　
今までいろいろな方のお話を聞いてきましたが、仏
文なり英米文なり、一般教 先生との関係 はそういうところがあったと うこと だいたい一様におっしゃいます。キリスト教学科と の先生との間にも、そういう関係があったということですか。塚田
　
反目するとかそういうことではないけれど、私は






































する気持ちもなかった。私はあのころ聖公会神学院を卒業して神学院で働いていましたが、アメリカ聖公会が戦後の日本の教会、聖公会の人たちにもう一度きちんと勉強してもらうのがいいんじゃないかというので、アメリカなどの神学校に留学させるということ 、アメリカ聖公会のほうが積極的に動 ていたんです。それで、そのころはか り 人たちがアメリカの神学校に行っていま
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す。私より少し上の年代の人たちは、ほとんど留学しているんです。ああ、あの人が行ったけど、果たして勉強ができるのかなって。ことに語学上で、というような人たちも ましたが、留学させていました。留学するとみんな神学校に入るんです。私は聖公会神学院で三年も勉強したから、またアメリカの、程度は別と ても神 校へ行くのはもういやだと思って、薦められても「私は行きません」と言って　
聖公会神学院の教授にハンマー先生とワイブレー先生
というお二人がいらっしゃって、二人ともオックスフォード大学卒業ですが、このハンマー先生が何度もそういうことを言われるんです。でも いや、神学校は行きたくない、ここで十分だって。私は学者になりたいなんて思ったこ がないからと言 て、逃げ口上 「大ならば行きます」って言ってしま たんです。これが過ちの元でね（笑） 。そ したら「そうですか」と言って、こちらも忘れたころ、二～三カ月だったか、 っとだったかもしれませんが、ハンマー先生が「あな 、オックスフォード大学に願書を出してくださ 」と言うんだえっと思ってね。私は「大学ならば行きます」けれど、まさかオックスフォード大学へ行くなんて考えたことがなかったから、びっくりして。　
大学時代の成績とか、私が向こうへ行ったらどういう
勉強をしたいのかとか、もちろん聖公会神学院での成績とか、私の神学士の論文もあったので、そういうものをそろえたいというので、私はいささか悩んだんですが、どうせだめだろうと。だから、 ちおう形だけでも出そうかと思って、立教 成績と どういう勉強をしたいか。どういう勉強をしたいか いうのは、神学士の学位を、神学院で論文を書 て も の延長線上に、もう少し広い視野から見たいとい ようなことを書いてハンマー先生に渡したんです。それからだ ぶたって どうせだめになったろうと高をくくっていたら、大学が受け入れることになったから用意しろと う話になって、私はもうびっくりです。自信もなかったし、向こ へ行って勉強しても成果が上がらないようではおめおめと日本にも帰ってこられない 、そんなことまで無理だって　
私は肺結核をやってから病気がちでしたから。体が、





薬をもらってじんましんは抑えられたけれど、めまいとかは医者に行っ も「そうですか」と言われ だけで、そういうものに対する薬はなかったというか、わからなかったんですね。半分、目が見えなくな これもどうしようもな 。そんな状態でしたから、留学 ても勉強するのは身体的に無理だと思ってい もあるんです。だから向こ へ行っても、勉強は一日最長五時間する、それ以上 しないとちゃんと決めていました。勉強は昼間で終わりにして、夜はあちこち散歩 て歩いていました。音楽会へ行ったり、頭痛をだますために気を紛らせたり休んだりいろいろして ました。留学している間もそうでしたし、帰ってきてからもそうでした。その後も何年かそれが続いたんです。じんましんが本当にすごかった。体中が腫れ上がってしまう。そんなことで留学はあんまりしたくなかったんです。そう言うと、皆さん、信じないんですが、本当に うだったんです。　　
神学院で教職に就かれることにもあまり気が進まな




































































科がみな、学部の中もバラバラで 相互 交流するような雰囲気も く、私はキリスト教学科に入ったんです
が、ほかの学科の先生たちと交流するような機会もあまりなかったんです。その年の暮れぐらいから人事の問題でゴタゴタが始まり、間もなく紛争が始まります。学生のストライキがあったり、団体交渉みたいなことをやったり、いろいろ続いたわけです。　
これにはもう参りました。私は立教に来たばかりで事
情もよくわからなかったし、一年いたけれど、自分の学科のことぐらいしかわからなくて、ほかの先生との交流もなかったんです。最初の団交か何かの途中で学生にいろいろ追及されているうちに、その時は細入先生が学部長だったんですけ ど、団交の最中に細入先生が突如「私は辞めて、松浦先生に代わってもらう」と。何の事前の話もなしに松浦〔高嶺・イギリス史〕先生を指名して、彼は学生との対応に立たされたわけです。松浦教授の対応はなかなか見事で、非常に上手に、し し学 と誠実に対応されたと思 ます。結局、細入先生はそのまま病気みたいに、本当にそうだったかどうかわかりませんが、松浦さんには学部長代理、そ 後、学部長ということになってい だいたわけです。　
団交の時、私は立教に来たばかりで事情もよくわから





今後の問題をどう考え くか。フランス語のカリキュラム問題がこの問題の発端ですから、いろいろとカリキュラム問題もあったし、渡辺〔一民〕先生のインタビューにもありましたが、その時点でカリキュラムをもう一度見直す。それから、学部全体と てのカリキュラムのあり方をもっときちん 考えなくては けな のではないか。私の記憶では、そ 時 前向きになって学と対応するという姿勢が一つでき のではないかと思います。また、そのようなことが機会になり、他の学科の先生たちとも親しく交流するようになりました。　
私は立教に来たばかりでいちばん新しかったんです。
速水先生はその時、チャプレンで、キリスト教学科の教授になったわけですから 同じ時に ったんですが 彼は立教ですでにチャプレンと ておられたから先生方もよく知っていたんです。私 先生たちの名前もわからないし、小さくなっていました。団交で何回か徹夜したこともあります。カリキュラムを、 りわけフランス語
の、予定している先生の名前を黒く塗って、そこに代わりの先生の名前を書いたというのが紛争の発端になったのですが もう一度、文学部全体のカリキュラムと仏文の出直し カリキュラムですね。仏文は先生がいなくて、専任がわずか三人か何かで、大変だったんです。　
この時は松浦さんが学部長で、その後、各学部、学科










浦先生が学生たちに、我々は学部の各学科のカリキュラムを学生に提示して、それ 対し の学生の意見 聞いて、疑問があれば説明し、あるい 訂正すべきところあれば訂正する。同時に、教授会と て、どういう考えでこういうカリキュラムを組んで かということの説明集会をやって、 の意見も聞く いうことを始めたわけです。教授会としても学生との初めての対話でしたから、その場もみんな若手の先生たちだけがやって、年寄りの先生は後ろに控え いる、あるいは出てこない。そのうちに年配の先生が辞め ったりして 若い我々七人が学部全体を引きずって くような形になっいきました。　
キリスト教学科でも同じように、カリキュラムの改革











読の授業〔共通基礎科目〕をつくって、本 読み方とかいろいろなことを指導 て、そこで以後の勉強 やり方というふうなことを教えるといったこともしました。従来は先生たちが自分の専門だけを教 した 、現在の学生たちのレベル かそういうもの 考えて そういうところから始めていくことにしたわけです。　
そのころから徐々にカリキュラムを変えていったか








を読み、レポートしてみんなの前で代わり番こに、教員だけの集まりですが、それぞれ自分のやろうと思っていること 報告し合う。あらかじめ相互に、それぞれどういう問題を考えるか。大きな課題をつくって、その後それぞれの先生たちが発表して、ど いうアプローチをしていくかというようなことを聞いて、そしてまた意見を交換す 。このようなことをし 準備 まし 。私は三回ぐら ディレクターをやりま たかね。ディレクターをやっている間はそれも続けていました その後、数年 続けていた 思います。　
でも、多くの先生たち、いやなんですよ。みんな教育
のために時間を割くなん 無駄遣い と思っているから。教育する大学にい がら本気で、学生のいろいろなレベルを考えながら教育し 、育てていくというころは、私は今もそうだと思うけ ど、先生たちはあまり好まない。自分のやりたい研究をやり いと うほに重点を置いていたから。ですから、このような準備会
をやっても、最初からそんなのいやだと言う先生が結構たくさんいて、結局、若い人たちが集まってそういう会合を……。　
私はそういうやり方をほかのところで、ほかの大学で
ということではなかったんです。オックスフォード大学でそんなこと やっていることもなかったですから。オックスフォード大学は大学に入るとほとんどこちらの大学院クラスです。レベルが違うから参考にならない。向こうは高等学校時代にそういう勉強をしているんす。私はむしろ 生たちの 準備的な勉学、同時に先生同士の、自分たちの狭い分野だけし 考えていい我々のあり方について互いに考え直して く。同じ一つの主題に対してどういうふうに考えていく というのを先生同士でも議論し、学生と議論しようと。　
毎回、先生たちは順番に自分のやっているテーマを報










生が集まって大阪で労働ゼミナールというのをやったんです。昼間はみんな各工場へ行って一カ月間働く 夜は勉強会。また関西の教授たちから労働問題 かいろいろな問題についての話 聞く。そしてまた議論して く。こういうのに参加して、大変でしたけど、 い勉強になったんです。私はそういう経験から、合宿し 異なる分野の人たちと議論する。学生ばかり はなくて先生たちもやる。こういう方式を考えて たらどうかと うことで始めたものです。　
渡辺〔一民〕先生が言及しているように、みんな楽し
かった 。準備も大変でしたし、大変でしたけど楽しかったと。最後に必ず、午後には八王子の山に一緒に登
るという遠足をやってみんなで気分転換。そういうふうに和気あいあいとやるというのを一回設けて、最後にみんなの議論をやる。私は各先生の出した問題について適当に批評して大変失礼したこ もありますが、ディレクターはその時に全体をまとめる。その会合は本当におもしろかった。だから、それに積極的に参加した人たちはまたやろう、またやろうと言って皆さん、何年か参加しました。室俊司さんと 、渡辺先生 か日文の前田愛先生、学部長をしていた松浦先生 か、そういう人たちが積極的な参加者でした。　
今まではどちらかというと学科別にそれぞれ勝手に




































































て、この制度はおかしい、何とかしろと突き上げてきて。それで、前後して悪 けれど、松浦さんが私に副手の対応をやってくれというの 私を学部長補佐にね。私設ですよ（笑） 。私設の 長補佐にさせられて、副手をどうするかって。副手たちはあわよくば専任にしろと言う。　
副手というのは補助員で、学部の、学科の本 整理と
かいろいろなことをやっていてく て 我々にとっては大変便利と言ったら悪いけれど、助けになる役でした。その副手たち い のは、だいた 各学科でこれぞと思うような人に、嫁入り前の数年間でいいから来てくれといって、わりと優秀な人たちを採用し たんです。だから、きちんと就職しないけれ 、しばらく働いてもいいと思われる たちが副 になっていたわけす。ところが時の流れみ い ものがあ 、その人たちがこの制度、おかしい、何とかすべきだ って待遇改善のような、ストライキまではやら かったけれど、
とにかく突き上げられたんです。私は松浦さんに命じられて彼女たちと団体交渉みたいなことをやるようになったんです。　
ただ、それだけではなく今度、そのころには全学の副










えられない。ところが副手は理学部にもいたし、経済学部にもいた。私は文学部の副手だけの問題と思っていたけれど、そうじゃなくて、全学の問題に広がって って、それで伊達総務部長と議論せざるを得なくなってきたんです。全学の副手問題委員会みたいなものができて、ほかの学 からも副手制度、おかし と突き上げられてね。私は伊達さんと交渉して、名称はともかくこれを専任化する方向で考えてくれって。　
ほかの学部からもだいぶ突き上げられたり、いろいろ







うで出していたんだと思 ます。 だ、その程度にしか考えていなかったんです。だけど学生の読書指導を、各学科に読書室というのがあっ 学生たちの読書の、本の
相談とか、学科の教授会などのいろいろな雑用とか、そういうことをその人たちはしていたわけですから、ほかの学部から見れば多少ぜいたくに思われたかもしれません。全学科に副手 置くということが認められて、名前も変わっていちおう職員になったというのがその時の経過でした　
そういう問題が片づいたころ、松浦先生が自分は







かなか大変ですから、学科長が毎回の教授会 司会を交代でやるようになってね。だから私も部長として運営していくこともよく きなかったの 、こ はいいと思ってそれを採用して一年間 学科長に回り持ち 教授会の
− 81 −
インタビュー












いて、それをどういうふうにして学生から取り上げるかというようなことについても、まだ手がつけられていかったというふうで非常に不安定な時期でした。ちょうど学部長室の真向かいの部屋を教育学科の学生か何かが占拠して、我々文学部としては説得するか何か 、腕力で追い出して取るとい ようなことはしたくなかったので、いま何人入 て るとか、泊まりがけで前の状況を静観していたんです。向こうも時たま泊まりがけで入っていました。　
そして、仮にみんなが部長室に押し寄せてきた時に逃














































































生になった。尾形先生は一つの信念みたいなものがあって、それを頑固に貫くようなタイプの人でした。私は彼を尊敬という 、物事をきちんと整理さ て、よくやっていらっしゃるなと思っていました。そのころ紛争も次第に収まってきて、前の話にも出ていたように思いますが、キリスト教学科の卒業生 神学士を出すのを、選択みたいにして文学士か神学士にしようと。その提案をしたのが私の学部長の時でした。　
確かにキリスト教学科の現実から見ると、キリスト教


















のキリスト教学科とか神学科にいた人間は、キリスト教学とか神学という名前の違いにかなり敏感だったと思うんです。そうすると、キリスト教学科なのに神学士を名乗るのはい がなものかとか、しかも実態としておそらくどんどん、いま塚田先生がおっしゃったように世俗化が進んでいる。それで神学士に違和感を感じるようになったのではないか これは何 なくの想像ですが。塚田
　
確かに学科のほうもカリキュラムなどを広くし










紛争の後で次第にそういうふうに変わっていく。例え人事でも新たに教員を採る場合、たい いの場合はキリスト教に関係する学問分野の人事で が、聖公会系統の人を採るというより、それ以外 ところから採るとか、そのような傾向が強くなったんでしょ か。塚田
　
そうです。ですから、青山からも採ったし、聖公


















形での大学運営はもはやできなくなってきている。かつてのような、一時代前のキリスト教大学としての位置づけは現実にはなかなか難しいということは私も思っていました。それで大須賀先生が選ばれた時からもうちょっと限界だなと。むしろそれより 、いちばん大事なことはキリスト教の、建学の精神か何かに たっているわけで、それに賛同すること 本当に考えれば決 簡単ことで ないので。　
尾形先生はそれを非常に気にされて、キリスト教徒の
枠を外されても総長と てはキリスト教大学であるということを極めて忠実に、また現実にそれを受け止めてこうというような姿勢をお持ちでした。私は それはすばらしい だったと思ってい す。ちょうどそのころ中学校の校長をしていた西村〔哲郎・司祭〕先生が 彼は中学校長、兼、院長をし いたのかな。尾形先生 西村先生を非常に尊敬して、西村先生に絶えずいろいろ意見を求めていたり 何かしてい ようです。私は西村生をよく知っていて、その様子も伺っ いますが、尾形先生はそういう意味では非常に真面目に、キリスト教徒
でなければいけないというのが外された、その最初の総長だということを強く意識されて、今までの総長以上にそのことを意識して、その面で立教大学はもっとキリスト教的な学校にならなければいけないという考え方をお持ちでした。それは、私は高く評価した 思い す。彼はとにかく西村先生を 両方とも嘗て海軍士官でもあって、それも大きいんですけど 非常に尊敬していました。　
でも私は現実を見て、もし聖公会信徒という枠が外さ






































































































部長の時に英語教育の充実を図るべきだと、語学教育の充実を言っていたものですから、ど よ にしたら全学の語学教育を充実することができるかというこ を ろいろ考え、案をつくって部長会で提案したんです。文学部と一般教育 の先生、具体的には実松克義先生、阿部珠理先生、渡辺信二先生、高橋輝暁先生が、正月休みも返上して頑張ってくれました。ところが、あの時は濱田〔陽太郎〕
総長でしたが、うんとも言わないし、学部長





いろな手続きが始まったんです。 を総長にする いことで、候補の中に入れて、この人たちは各学部の人たちに働きかけてだいぶ運動し ようです。私は一切知りません、関係なし。なりたいわけじゃないんだから勝手にやれと言って。そうし ら総長に選ばれたわけです。もちろん、一つの目標は語学教育の充実。私が総長になったら、それを使命として受け止めていく。それから、前から問題になっていま たが、財政ですね。立教大学の財政が濱田さんの時からあまり芳しくないので何とか立て直さなければいけない。これがもう一つの重要な課題でした。私としてはそ 二点を、私の総長としての四年の間に何とかめどをつけたい 思っ いまし 。　
私が総長に選ばれて就任して、その夏休みに会計の課
長さんたちを呼んでいろいろ話 聞 て その夏休み間に財政白書をつくったんです。材料 ういう人たちから集めまし が、書いたのは私、自分自身です。今での経験から見ると、全学に総長の基本的な考え方知っても うための集まりをやっ も人はあん り集ま
らないし、文書で出すしかない。それがいちばん手っとり早いのではないかというので、財政白書を書いて全学の教職員に配ったわけ す。　
財政白書を書いてから、新しい年度に向けて予算など












に、二月から三月の間に、年間の会計の締めと来年度の予算を部長会で ちょこちょやっていたのですが、これでは全学の人たちに理解し もらえない。そういうものも全教職員にきちんと理解してもらう必要があるのではないかということで、私は先ほど言った財政白書も出しましたし、総長文書 中でもその年度の課題を書 て、同時に、これまで年度ごとに議論していた予算会議というのを、五年間の予算をつくり、 の中で今年度は何をするかということを提案しました。　
ですから、全体として五年の間にどういうことが必要
で、それにどれだけの費用がかかるか。毎年の予算 中でどの程度出せるかということを計 しながら、今年度はこういうことを実現していきますと …。その中 は教室や何か 冷房とか地震 か何か 補修とかそのようなものを書いて 皆さんにお渡ししていた 思います　
それから、その年度から全学の語学教育の検討会とい
うか、そういうものも……。あっ、その前から に部長会で提案して、少し始めていた ですよね。それをもっと徹底してやっていこうと うことで、委員会 つくったのかな、どうでしたかね。もしわ うであ
ば私の総長文書を、年度の初めと終わりに出しているので、それを見せていただければ、何をやって、何をやろうとしていたのかということがかなりはっき わかると思います。財政の立て直しということでも、予算を五年計画の中でどのようにやっていくか。その時々のことではなく、計画性をもった財政計画 ものをつくってやっていこうということを始めました。　
語学教育についても、全学の語学教育の充実を図るた
めの委員会をつくりました。それでだいぶあちこち ら批判を受けたり何かしましたが、頑張りました。ですから、今の全カリとか語学教育な はみんな、私の時にその小さなグループから始めたものの結果なんです。その辺りは皆さん、知らないでしょ が。　
そういうことを充実するため は教員を増加しなけれ








と、両方が顔を合わせないで別々の部屋に入る。都庁の人がこっちの話を聞いて、それを持って向こうへ行く。その話を聞いて、答えをまたこっちに くる。まあ、手間のかかること 。向こうで何 やっているかわからない。こちらはただ待っているだけ。そういうのを何回かやりました。そんなことでず ぶん無駄な時間を、し も夜遅くまで使 ましたが、結果的には押し通したわけです。それで今の語学の講師 五年のあれで雇って、その人たちには別に給料を安くした けじゃなくて、 かるべく払って、もっぱら語学教育のほうを徹底的に教え もらおうということ 始め 。　
それから全カリのほうも、この間ちょっと出ていまし















のは前に総長室長をしていたころです。そういうことも頭にあったから、中学校は向こうへ行って全面的に新しい建物を建て、その代わりこちらの土地を大学がもらって、そこ 研究室を建てる。中学校には、いくらでしたか、一〇億以上か何か、建築費用の一部として土地代を……。考えたら安か んですが、それを向こうに出して、その土地を大学が使うという提案 たんです。　
これは中学校のほうも半信半疑で、そんなことできる












いろいろ言われたんですが、新座にそういう場所もちゃんとあるし、部分的には中学校のほうのグラウンドも、残って る部分ですけど、その一部を貸してもら ということで中高とも話をつけてね。体育科の先生に何回も面会を申し込まれてはそのことを言われたんですが、結局押し切って。 にかく新座には立派な体育館が き、グラウンドもあるんだ ら、 っちを使ってもらってはどうかと。　
同時に、あちらのキャンパスには土地が十分にあるん












もできないですから。彼は人柄もよくて、みん と衝突することなく、いろいろなことをよくや てくださいました。だから彼には感謝しなければいけな 。ある は私をかつぎ出したいろ な人たちが陰 それぞれの学部の中で私の方針を実現 るために努力してくださいました。決 て 一人の力で でき かった 思います。私は就任 四年間 任期が終わる時 、もう私が課題に ているような は一通り済んだ、 れで終わりというわけで辞めるつ りだったん す。　
あのころは五月か六月に選挙だったかな。私の家内は
ご存じのようにスイス人で し、前から退職した スイスに行くと約束してい ので、運送なんかも頼んで荷
物を出し、早々に引き揚げるということで引っ越しも……。私は総長の時は目白のほうの借家に住んでいて、総長の手当はそれでみな、お金は使っていたから、何も残らなかったんですけど。そっち 契約も六月で終わりということにして、辞めるつもりでいたので全部手続きをしてしまった。ところが、前 私を総長にかつぎ出した連中が、もう一期やれって言う。そんな 勘弁してくれと言ったんですが、聞かない。しょうが から、それじゃご自由にと言って。でも私は辞めるつもりで全部支度していた。　
私が総長であることに反対の人たちもだいぶいまし
















したように、全学カリキュラムとか学部の語学教育とか、いちおう考えていることを実現したんですが、今度の大きな課題は以前から問題になっている小中高大の教育の連携です。これを何とかしなけ ばいけない。私としては、もし院長を続けるとすれば、そ を実現したい、すべきじゃな かと思っていたので、今度は、院長を継続 ろということですから これが私の使命かなということで、そこで、たし 委員会をつくって 各学校の代表者というか委員と何回も、二～三週間か、月に一回ということではないな、もう少し頻繁に委員会を開いてこの問題について検討し始めたん 。　
これもなかなか厄介でした。新座に中高ができ、池袋
と二つになった。ですから、一つ い問 小学校の卒業生をどうするか。みんな池袋 中高に行きたいというわけだ。それでまた小学校の教員会にだいぶ呼ばれ
− 96 −
インタビュー
ていろいろ言われました。校長の田中〔司〕先生に、あれはいつかな、私が院長の時に彼を校長に頼んだんですが、その彼に、こういうことで協力してくれと。そういうことで彼も私もだいぶ小学校 先生たちに……。結構厳しいことを言う人がいて、簡単ではなかったんです父兄も、自分の子どもは池袋の中高に行かせ いというようなことがあって、厄介だったんです。田中先生もいろいろ努力されましたし、 小学校の教員会、父兄会に行っていろいろお話をしました。結局 最初に希望を取って、どうして 池袋は希望者が多 ので、その人たちはくじ引きで振り分ける。ですから、人によっては泣く泣く新座のほうに行った人たちもいるわけです。　
それと同時に、皆さんが新座に行きたくないというこ
との中には、学校 性格とか学力問題 か ろいろ 問題があるから。私が総長の時、校長が交代することになって松平〔信久〕先生に校長をお願いし ん す。松平先生は文学部教育学科の先生ですが、彼は卒業生でもあるから、あなた、校長をや くれ 言いま て校長になってもらいました。私もそ 後、何回か院長 していろいろな教員会議に出ましたけれど、まあ勝手なことを言うわ言うわ。突き上げ のが二～三人いるんです。あの様子にはちょっと驚きました。でも、 はなかなか芯の強い人で、いろいろ言われてもそれを受け止め
て、勇ましく激論をやるというわけではなく説得していく形でね。　
新座のほうにも、レベルとか学校の性格などについ
て、よ しなければ小学校から新座のほうに行きたいというのが……。行きたくないという理由は、ただ距離だけの問題じゃなくて、学校の性格もあるからということで何とか努力していただ いと。新座の高校の先生と〔池袋の〕中学の先生とが入れ代わったりいろいろして、あるいは交代で代わったりして中高一貫教育 もっ 徹底させていく。それから、レベルを上げていく。　
同時に、そこではカリキュラムというものが重要で
す。今までは障壁みたいなものをつ って、大学が自分たちの系列の高校から入学してくる生徒に試験を て合否を決めるというやり方自体に非常に問題がある 基本的に全員を入れる。確かに学力が不足している人がいるわけだから、その点では振 分けが必要だけど、基本的に全員を入れる。そ ぞれの学校から、下から推薦されている者を信頼して受け入れる。中高で受け入れ 中高から大学へ来る時にもそういう制度を……。　
一貫連携教育を実現していく上で、不信感みたいなも





いろいろなことをされて、高校の教育レベルを少しでも上げて大学に出す、大学で勉強できるような、大学に入って勉強するだけの力を育 てもら 。それか 、高校の中にも優秀な学生がいれ 、大学の先生がそういう人たちを教えるということもあるんじゃないか。だから、相互に先生 交流し、また学生も自分の学校、高校生でも大学の先生のところ 多少 教育を受ける。壁をつくるのではなく、もう少し壁を取ってお互いに協力していくという教育体制をつくることが大事だと。そううことで何回か教員たちとお話を たり、また校長とも話をしたり、あるいは父兄に話をしたり、いろいろ せていただきました。　
これは一貫連携教育ということで次第に形が整ってい
きました。今はどう う形 進んでいるのか、うまくいっているのかどうか私はよくわかりませんが そんな理想というか、理念を抱いて私なりに努力したと言えるのではないかと思っています。　　
一貫連携教育の話ですが、先ほど中学校の校舎を道
の向こう側に持っていっ 、道の手前側 タッカー・













も、そういう話ももちろんあったんです。たしか当時、学院の経理課 をしていた辻と私で塚田先生とお話を、一貫教育のことでは何度 ご相談に伺って、それで総長であられた時も院長になられた時もご相談しながらやっていて、 「 〔池袋・新座〕どっ にも中高という話もありますがね」という話 していま たが、企画委員会としては各校、従来のままで推薦関係を うするかという話をしていたん す。そ したところ教学常務委員会レベルで「それぞれ中高」というふうに決まっ 、びっくりした覚えがあるんです。　
池袋の中学校はもうだいぶ前から、自前の高校を持ち



















いうことでどうか。そこで何か関門をつくって入学試験とかいろいろなことをやるよりも、一貫した教育をするほうが教育レベルのほうでも有効ではないか。私も校長といろいろ話をした結果、その案が最終的にどうかと。忘れていましたが、確かにあなたはそこの事務局 担当していて、急だったかもしれないけれど、今のような経緯があったわけです。それぞれ下から上がってくる人たちを引き取り、その人たちが中学、高校、大学とつなげていくのをできるだ スムーズに、それぞれ協力しながらやっていく。こういう体制を整える めには両方に中高をつくっていくのがいいの はないか。何度も議論した結果、そういうことになったんです。　
池袋地区あるいは新座地区でも男子校であればいいで
すという話でしたから、そちらのほ も話 つけて、それでつくろうということにしたわけです。その場合 先生たちをどのようにする 。先生の人数はできるだけ増やさない 、今と同じ教員体制で中高 両方を持ってもらう。ですから、採用というか、学生の人数をそれぞれが少しずつ減らして中高一貫ということを試みたわけです。　　
共学化、特に新座の共学化に対して埼玉県の私立高














話ししたように小学校のほう 、ただ、池袋が い、新座がいいといった漠然とした 由というか、確かに池袋のほうでは新座の高校の評判が必ずしもよくなかったので、そういうこ をできるだけ払拭 両方で快く受け入れてもら 体制を……。　
ですから最初、小学校の校長はいろいろ苦労されまし








た。だから、学校のことについてああだこうだと言う人はいなかったと思います。松下さんがどうだったか知りませんが、私 さっき言ったように大学のカリキュラム改革をやってきているし 新座 高校からの受け入れについては、両者の関係、高校と大学 関係などもよく知っていましたから、私は院長になった時、この問題を何とかしなければいけないというこ は最初から考えていました。　　
あと、総長として財政上の問題にも最初からかなり




になって学校間の交流とかいろいろな問題でなかなかうまくいかなかったところはあります。私は高橋〔健人〕総長の時に総長室長をしましたが、その間にいま言ったような問題をだいぶ学びました。ですから、そういう知識は多少あったし、私がクリスチャンでもあったと うこともあるんでしょうけれど、先生 ちからの話を伺ったりする機会も りま たから、全く無知ではなかんです。　
大学の場合には、高校からの生徒を受け付けるのに当



















すが、みんなそれぞれ我を張って自分のところの権益を守ろうというところがありますから。逆に言えば、特に中高とか小学校はあんまりかかわらないでくれ いう側面もあるんです。ですから、大学が新座に行った時は、高校のほうはおもしろく かったでしょうね。どんどん取られていくような、むしり取 れていくような感じを持ったでしょう。だ ら 私 校長や教員会にいろ ろ話に行きました。　
結果的に何とかなったんですが、その間には話のため

















と文学部という制度の問題ではないか。文学部のほうが何かより専門的でね。確かに 一般教育部のほうは一般教育ですから。でも、アメリカの大学 どを見ても一般教育を教える人たちはベテランですよ。ベテラン 先生のほうがいろいろな課題をやさしく、わかりやすく話をする力を持ってい 。新米の先生は自分の専門のことをやりたくてしょうがないし、また知っている範囲も ういうところに限られ　
私もキリスト教倫理という名称で一般教育の科目を引


































































いろやったことは、理事会も、財政の立て直しとか、あの時、財政は非常に問題があったんですけど、私は毎年毎年、全学にいろいろな報告やら、年度初めの課題などを提示していましたから、私が何をし い、何 してきたかということは理事会の人たちもよく理解しておられた。ですから、ただ理事長だけではなく、理事会の人たちは全面的に私を支持して ました。それで、中高のほうも、これまではどっちかというと大学の総長に対して疑心暗鬼でし が、お互いに信頼関係を持つことができた。そ いう意味 私 大変幸運だっ 思いま 。そういうことがなければ……。今から考えれば いろなことを強引にやってきました 憎まれてもしょうが
ないようなことをやってきたと思います。　　
細かいところについてまだいっぱいお聞きすること
があるんですが、大まかなところでは一通りのことをお聞きすることができました。順を追って一通りお話を聞くこと できましたから、この辺りでひと区切りつけられるのではないか 思います。塚田
　
またもう少し聞きたいということがあれば。
　　
やっていると出てくるような気がしますが。
　　
それはまたお手紙をやりとりするようなことで。
（二〇一三年六月四日収録）
